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１．はじめに
　ラーニングコモンズなどアクティブラーニングの環
境が整備されたことで、大学図書館は司書による教育
活動への参加に注力しつつある。一般に図書館が展開
する教育活動では、対象となる学年やその専門分野、
内容の難易度など、指導教員の要望を丹念に聴きなが
ら柔軟にカリキュラムを組み立てていくことが重要で
ある。
　近隣の大学図書館を例に取っても、千葉大学は、利
用案内・図書や雑誌の探し方・授業内容や特定の主題
に関しての情報収集法など、自由にカスタマイズでき
る「申込制授業ガイダンス」を実施しているi）。また、
長岡技術科学大学でも、各種データベースの使い方や
蔵書検索・文献複写依頼の方法を、研究室ごとにカス
タマイズした文献検索セミナーを実施しているii）。お
茶の水女子大学では、講習会のコース（基本編・論文
探索編・新聞記事探索編など）ごとに詳細なテキスト
を作成しておりiii）、放送大学では利用者のレベルに合
わせて初心者向けのガイドブックである「リブナビ」
と大学院生用のガイドブックである「リブナビプラス」
という文献検索実践のための小冊子を発行してい
るiv）。特に静岡大学では、教員と図書館員との協働授業
を早くから実施し、成功を収めているとの報告があ
るv）。
　本学でも司書による利用者教育を実施している。
　例えば理工学図書館で平成28年４月に開催した「理
工学図書館ガイダンス」（全学科の２年生向け）では、
図書館の利用法・資料の探し方・設備等を詳しく説明
した。授業内でガイダンスを実施できる学科と、授業
の空き時間に自由参加となる学科が生じ、参加者数に
幅があるが、荒牧キャンパスでの授業枠での実施も合
わせると、522人の参加があり、これは理工学部所属の
２年生（576人）の90％となっている。
　医学図書館では毎年、冊子「図書館利用マニュアル」
を作成し、全１年生対象の「学びのリテラシー」の授
業を１～２回分担当している。その他にも、授業や各
指導教員の要望に沿うかたちで、文献検索演習や引用
文献の書き方に関する講習を的確に実施しており、総
じて学部のニーズに応えていると言える。４月の参加
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者はのべ589人である。
　中央図書館では、教育学部の授業枠でのガイダンス
（111人）のほか、他学部の授業枠内での実施、社会情
報学研究科大学院生や教職大学院を対象とした「文献
検索講習会」（５人、18人）のほか、自由参加型の講習
会を合わせて563人が参加している。
　このように本学では、中央図書館、医学図書館、理
工学図書館の各館で個別のニーズに対応し、多くの学
生へのリテラシー教育にかかわっている。しかし、基
本となる内容については授業やガイダンス・演習・講
習会など多様な名称のもとで、各館が個別に実施して
おり、重複した内容が含まれることや統一性を欠いて
いる現状がある。
　そこで今回は、司書のみによる講習会ではなく、「学
びのリテラシー１」の授業において、教員と司書との
協働による授業計画を構想した。「学びのリテラシー
１」を選んだ理由は、授業が１年生を対象とした教養
教育であり、大学で学生自らが主体的に学ぶためのス
キルを身につけ、リテラシーを高めるためには、図書
館の専門職員である司書による講義を学生が受けるこ
とが大変有意義だと考えたためである。
　また、授業実践にあたっては、司書が学部を超えた
オリジナルのテキストを作成することを試みた。教育
学部・社会情報学部・医学部・理工学部に共通するテ
キストを作成できれば、担当司書による講義内容のバ
ラつきをある程度統一できるためである。さらに将来
的には、そのテキストを使用して大学院生が学部生に
レクチャーを行うなど、今後の発展も期待できると考
えた。
　本稿では、司書が指導教員と綿密な打ち合わせのう
えで授業用のテキストを作成すること、それを使用し
て実際に授業を実施し、学生の理解やニーズを明らか
にすること、さらにテキストの改善に関わる知見を得
ることを目的とする。
２．司書による教育実践
２．１　授業計画
　「学びのリテラシー１」（教育学部家政専攻の１年生）
を対象とすることし、司書と指導教員がテーマと盛り
込むべき内容について話しあった。授業のテーマとし
ては、「群馬県または群馬大学にゆかりのある人物につ
いて」を設定した。学生が各自興味を持った人物を選
んで情報を集め、吟味し、グループでの話し合いや中
間発表を通して、なぜ選定したのか、何に興味を持っ
たのか、など各自のテーマを全体で共有し、他者と意
見交換することによって、様々なものの見方に出会い、
得た情報を体系化して自分の考えを確立する過程を経
験することを計画した。
　司書による講義を５月中旬から３回に渡って実施し
た。その後、学生は各自のテーマについて司書テキス
トを参考に情報収集を行なった。
　最終発表会は公開形式として教職員にも参加しても
らうこととした。最終発表会のタイトルも学生から提
案をしてもらい、「知りたい！発見！群馬県民！」と
なった。最終発表会ではプレゼンテーションの仕方な
どについて相互に学んだ。また参加していただいた職
員からも助言をしていただいた。
　これらのプロセスを通して、学んだことについて記
述するレポート、人物紹介のコラム執筆形式のレポー
トを提出してもらった。コラム執筆形式のレポートは
教員による添削を行い、学生が推敲を重ねられるよう
に工夫した。
２．２　授業公開
　授業は興味がある人も参加できるよう公開とした。
司書が講師を務め、教育学部家政専攻の１年生19名
と、一般からの参加者数名を対象に、５月13日・20日・
27日の３回に渡り90分ずつ中央図書館PCエリアで実
施した（図１）。
　また、PowerPointで作成したテキストを映写し、テ
キストと補足資料で授業を進めた。テキストを実際に
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図１　授業実践
授業で使用することで、内容に関する過不足を確認し
た。さらに授業では、講義を聞くだけはなくポイント
となる箇所では、12題の課題実習に取り組んでもらっ
た。最終回の授業が終わった後、アンケートを実施し
た。
２．３　テキストの内容
　授業全体の構想をもとに、Ａ４版22ページのテキス
トを作成した。テキストの名称は「図書館で身につく
学びのリテラシー」とした（図２、図３）。
　テキストの内容は、次の１～７の項目とした。
１．いろいろな資料を知ろう！
　本（図書）・雑誌・電子ジャーナルなどが別の資料＝
メディアであることを確認し、資料の種類によって参
考文献の書き方に違いがあることの予備知識とした。
加えて、それぞれに特徴的な用語として、ISBN・版・
奥付・ISSN・DOIといった言葉も解説したvi）。また、本
を探すためのツールとして「国立国会図書館サーチ」
の「Web NDL Authorities」という機能を紹介したvii）。
２．論文レポートってどんなもの？／論文を書く時注
意することは？
　原著論文と調査論文の違い、論文の一般的な構成を
解説したviii）。次に「論文調査の方法」と「参考文献の
書き方」について解説した。また、論文の参考文献の
記述方法を指針として示した科学技術振興機構の
「SIST02」について解説し、実際に本と雑誌論文の参
考文献を書いてもらったix）。
３～４．どんな論文があるか探そう！
　主に国立情報学研究所の国内雑誌記事データベース
「CiNii Articles」を使って、研究テーマから論文を調
査する方法を解説した。
　さらに「CiNii Articles」に掲載されている引用文献
と被引用文献との関係を示す情報から、同じテーマの
論文を見つけられることを説明した。また、応用とし
て検索演算子にも触れた。
　その後、論文情報管理ツールの「ENDNOTE Basic」
を、実際に登録して使ってもらったx）。「ENDNOTE 
Basic」は、各種データベースからダウンロードした論
文の書誌情報データ（著者名、論文タイトル、掲載雑
誌名、巻号ページなどの情報）をネット上のソフトウ
エアに読み込んで保存し、管理できる無料のツールで
ある。任意のメールアドレスをアカウントとして登録
するだけで、学内外から誰でも利用できるため使い勝
手が良く、大学１年生にも手軽に利用できる。
５．どこに論文があるか探そう！
　論文を入手する３つのステップとして、まず電子
ジャーナルを探す、続いて冊子版を探す、いずれでも
入手できなければ他の図書館からコピーを取り寄せ
る、という基礎的な図書館の使い方を、チャート図を
使って解説した。
　論文を探すには、目当ての論文が掲載されている雑
誌のタイトルから該当巻号・ページを辿っていく方法
と、論文データベースの検索結果から特定の論文への
リンクを辿っていく方法の２種類がある。本学図書館
では、前者のためのツールとして「Publication Find-
er」、後者のためのツールとして「Full Text Finder」を
契約しているので、群馬大学の蔵書検索ツールである
「群馬大学図書館蔵書検索（OPAC）」の使い方ととも
に、これらの使い方を説明したxi）。
６．論文を投稿しよう！
　学術雑誌にはランクがあり、それを示す数値として
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図３　「図書館で身につく学びのリテラシー」
引用及び参考文献の書き方のページ
図２　テキスト「図書館で身につく学びのリテラシー」
表紙と我が校の貴重な資料のページ
「Impact Factor」があること、それを検索するツール
として「Journal Citation Reports」があることを紹介
したxii）。
７．我が校の貴重な資料
　本学が所有する貴重な蔵書である「田邊文庫」xiii）、
「スピノザ文庫」xiv）、「新田文庫」xv）を紹介し、新田文庫
については、中央図書館でのギャラリー展示と合わせ
て詳しく解説した。
２．４　授業後アンケートの結果と考察
　司書による授業後（最終回の５月27日）にアンケー
トを実施した（回答数20）。
　設問は各講習の内容について「簡単だった」「ちょう
ど良かった」「難しかった」の３択で回答してもらった。
　「いろいろな資料を知ろう」や「どんな論文があるか
探そう！」の内容は「ちょうどよかった」が60％を超
えており、ある程度、理解ができている（図４、図６）。
　これは、大学入学以前にも調べ学習などである程度
の予備知識があったことが考えられる。それでも「難
しかった」と回答する割合も一定程度見られることか
ら、基本的事項についても丁寧な解説が必要だという
ことが分かる。
　しかし、論文に関する内容になると「難しかった」
の回答が多くなる。とくに「どこに論文があるか探そ
う！」や「論文を投稿しよう！」では「難しかった」
が「ちょうどよかった」を上回り、１年生にとっては
全体的に高度な内容であったことが推察できる（図７、
図８）。
　「どこに論文があるか探そう！」では、論文を入手す
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図５　論文レポートってどんなもの？／
論文を書く時に注意することは？
図４　いろいろな資料を知ろう！
図７　どこに論文があるか探そう！
図８　論文を投稿しよう！
図６　どんな論文があるか探そう！
図９　我が校の貴重な資料
各講習の内容について
るための全体的な流れと、「Publication Finder」、「Full 
Text Finder」、「群馬大学図書館蔵書検索（OPAC）」の
操作方法を説明した。アンケートで受講者が難しいと
回答したのは、全体の流れによるものなのか、各ツー
ルの使い方、あるいは特定ツールの使いかたなのかは
明らかでない。いずれも大学入学後に初めて利用する
ため、丁寧な説明が必要だと思われる。
　また、「論文を投稿しよう！」では、「Impact Factor」
の概念そのものが難解であることに加え、「Journal 
Citation Reports」、研究活動の一部である「学術雑誌
に論文を投稿する」という行為自体が、１年生にとっ
ては身近なテーマではなかった可能性が考えられる。
　レポート作成に関わる本や情報の検索は必要性を実
感して学ぶ意欲も高いが、論文検索や論文投稿は必要
性をまだ実感できないことなどが要因として考えられ
る。
　しかし、「Ｑ２講習の内容はレポートを書く時に役立
ちそうですか？」、「Ｑ３このような内容を学ぶのはい
つ頃が適切だと思いますか？」の設問では、それぞれ
「役立つ」「１年生」との回答が17件と圧倒的に多く、
受講者は、難しい授業に戸惑いながらも、将来の学習
には必ず役立つ内容だと捉えていることがわかった
（図10、図11）。
　自由記述でも、「レポートとはどうやって書けば良い
のか、また論文とは一体どこにあるのかということが
講義前には全くわからなかったのですが、分かるよう
になり良かったです。」「とても難しかったですが、こ
れから絶対に必要な知識を詳しく知ることができ、本
当に良かったです。」「１年生の内にこのような講習を
受けることができ、これからの学校生活に大いに役立
つと思います。」「学生ではありませんが、調べたいこ
とが沢山あるので、難しかったですが、とても勉強に
なりました。」などの意見をはじめとして、役立ったと
いう感想が多数見られた。
　司書が作成したテキストを使用して、実際に授業を
実施した今回の試みは学生のニーズに応えられたとい
えるだろう。
　しかしテキストの内容については「英文内容の例が
多かったように思えたので日本文による例も欲しかっ
た。」「自分がレポート等を書くとき、役立つ内容だと
思った。しかし、指示をもらえればできたが、一人で
やるのは難しそうだと思った。」など自学自習ができる
ようにするためには、より分かりやすい構成、例文の
提示など、テキストの内容構成についての課題も得ら
れた。
　さらに、授業終了時に書かれたレポート「知りたい！
発見！群馬県民！」では、17名中８名の受講者が、司
書が担当した授業で学んだ「論文の探し方」や「参考
文献の書き方」が役に立ったと述べていた。例を挙げ
ると、「学びのリテラシーの講義中に学んだ図書の探し
方や論文の探し方を活用することで、自分の選んだ人
物のより詳しい資料を得ることができ、発表内容を深
めることができた」、「参考文献の書き方はこれからい
ろいろなレポートや論文を作るときに必要になるもの
なので、早めに正しい書き方を身に着けることができ
てよかった」などとなっている。授業直後のアンケー
トと違い、実際にレポートを書いた後の感想であるか
ら、こちらの方が説得力は高いであろう。
　レポートでは、ネット上にある画像の著作権や、新
聞データベース、群馬県内図書館横断検索サイトに触
れている受講者もいた。今後は司書の領分として、詳
しく説明する機会が必要であろう。
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図11　このような内容を学ぶのは
いつ頃が適切だと思いますか？
図10　講習の内容はレポートを書く時に
役立ちそうですか
３．結論
　司書が教員と綿密な打ち合わせを行った上で授業用
テキストを作成し、それを使って実際に授業を行った。
学生は、いろいろな資料があることやどんな論文があ
るかを探すことについては概ね理解できていた。これ
らの内容は、大学入学以前にもある程度、経験してい
る身近な内容だと考えられる。
　論文やレポートはどんなものか、書くときに注意す
ること、どこに論文があるかを探すといった大学在学
中に必要となる内容やスキルについては「ちょうど良
かった」「難しかった」が、それぞれ半数で意見が分か
れた。論文を投稿することについては、難しく、大学
１年生で論文を書くことがまだ実感できていないため
であると考えられる。しかし、自由意見やレポートな
どで見たように、大学で自ら学ぶ姿がイメージできて
いる場合には、このテキストを用いて自学自習してい
こうという意欲が見られた。
　テキストについては、例えば本学教員の業績を使用
していくなどの改良点が考えられる。そうすれば学生
にとって馴染みのある先生が書かれた論文を身近に感
じるきっかけとなろう。実際に学生に分かりやすいよ
うにと想定して作成したテキストであったが、授業で
使用することにより学生のニーズや改善点が明確に
なった。
　司書が「学びのリテラシー」の授業を担当すること
で、受講者は論文調査や参考文献の書き方などの「リ
テラシー」が身に付いたことを実感しており、司書が
作成したテキストを使用した授業で、司書が指導にあ
たっても、その役目を十分に果たせることがわかった。
　今後も教員からの要望があれば、司書が「学びのリ
テラシー」の授業に積極的に取り組んでいきたい。ま
た、全学１年生を対象とした授業の１回分で、今回の
エッセンスを凝縮した内容が提供できる機会なども模
索し、自ら学ぶ学生のサポート体制を模索していきた
い。
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　　http://lib.nagaokaut.ac.jp/infomation/seminar/，（参照
2016-12-01）．
iii）【講習会情報】お茶の水女子大学附属図書館．お茶の水女
子大学附属図書館．
　　http://www.lib.ocha.ac.jp/koshukai.html,（参照2016-12-
01）．
iv）リブナビ／リブナビプラス｜放送大学附属図書館．放送
大学附属図書館．
　　http://lib.ouj.ac.jp/libnavi.html,（参照2016-12-01）．
v） 渡邊貴子．教員と職員の専門性をいかした協働の試み：教
職科目における協働授業の実践．静岡大学教育研究．　静岡
大学の実践では、授業の中で論文・新聞検索実習が行われた
が、事前に教員からレポート課題が出されたことにより、
しっかりと学修の動機づけがなされた。レポートや発表な
どの目的意識は、座学を能動的な学修へと転換させるため
に極めて重要である。
vi）DOI（デジタルオブジェクト識別子）は、電子ジャーナルの
論文など、電子データに恒久的に付与される一意の識別子。
　　URL https://www.doi.org/（参照2016-12-01）。
vii）国立国会図書館等が提供する資料、デジタルコンテンツを
統合的に検索できるウエブサイト。
　　URL http://iss.ndl.go.jp/（参照2016-12-01）。
viii）石黒圭『論文・レポートの基本：この１冊できちんと書け
る！』を参考にした。
ix）SIST（科学技術情報流通技術基準）は、独立行政法人科学技
術振興機構が公開している科学技術情報流通のための指針
（制定事業自体は2011年に終了）。01から14まであり、論文
の参考文献欄への記述方法を示したのがSIST02。
　　URL http://jipsti.jst.go.jp/sist/（参照2016-12-01）。
x） URL https://www.myendnoteweb.com（参照2016-12-
01）。
xi）「Publication Finder」は、本学総合情報メディアセンター
ホームページの検索ボックスから「電子ジャーナル／ブッ
ク」タブをクリックすることにより利用できる。ここに読み
たい電子ジャーナルのタイトルを入力して検索すると、本
学で契約している電子ジャーナルのトップページへのリン
クがリストとして表示される。あとは各ジャーナルのサイ
トより該当論文の巻号・ページをクリックしていくと、読み
たい論文に辿りつけるという仕組みになっている。一方、
「Full Text Finder」は、「CiNii Articles」等、いくつかの論
文データベースと機能連携している。学内の情報基盤ネッ
トワークに接続されたPC／タブレットから論文データベー
スを検索すると、検索結果の書誌情報（著者名、論文タイト
ル、掲載雑誌名、巻号ページなどの情報）１つ１つに「Full 
Text Finder」のアイコンが表示される。これをクリックす
ると中間窓と呼ばれるウインドウが開く。もし、その論文を
掲載している電子ジャーナルを本学で契約していれば、論
文のフルテキストへのリンクが表示される。また、本学で電
堀口純夫・田中麻里90
子ジャーナルとして契約していない雑誌であっても、中間
窓からOPACで冊子版の所蔵を検索したり、図書館に文献複
写を申し込んだりできる。このように「Full Text Finder」
は、論文を入手する３つのステップを、単一のウインドウで
処理できるのが利点である。
xii）URL http://isiknowledge.com/JCR（参照2016-12-01）。
xiii）京都大学名誉教授であった田辺元氏の遺志により寄贈され
た約6,000冊の蔵書。オリジナル原稿や手帳のほか、教授の
書入れが残った資料が多数含まれている。
xiv）株式会社煥乎堂（本社・前橋市）の二代目社長高橋清七氏の
遺志により寄贈された蔵書のうち、哲学者スピノザの原著・
研究書236点が収められている。
xv）旧新田男爵家により寄贈された和漢書等約9,000点の蔵書。
（ほりぐち　すみお・たなか　まり）
享徳の乱（関東地方における戦国時代の先駆け）の回想録で
ある「松陰私語」や、当主直筆の墨絵「猫絵」粉本など、歴
史的価値の高い資料を含んでいる。
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